
 

パート・アルバイト

内容
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61.0          58.0          2.0            76.0          -28.8        42.5          -81.3        37.5          -72.5        56.0          -89.0        141.5        -65.7        

芝品種
ベント ベント ニミシラ・

CY-2
A-2

H3年5月 H3年5月 昭和54年 平成15年4
月

刈高（㎜）＜メイン：サブ＞ 4.0 4.0 4.0 4.0

刈込回数＜メイン：サブ＞ 23 6 30 14

更新作業内容

薄目砂2回 薄目砂2回、
4/4:6㎜ムク
刃エアレー
ション

目砂1回 バーチカル
(ダブル)、コ
アリング10
㎜、目砂1回

Ȯ
ɨ

ɱ

H5年に10面播種。H6年
に10面張芝

4.3

4/9:イーグ
ルスタート
15g/㎡
4/14:ニュー
MグリーンSP
を70g/㎡
4/17:サーフ
サイド37を
2cc/㎡
4/24:ソイル
エキス
G1cc/㎡、リ
バイブ1cc/
㎡

4.2～4.0

ベント

N1.8-P3.6-
K3.4

ペンクロス

オープンから毎日

積雪20㎝。雪腐病発病。4
月中旬の雪のために開場
前の作業が大幅に遅れ
た。

4/10:スロー
グレーン3g/
㎡、レボ
2cc/㎡
4/20:スロー
グリーン2g/
㎡、活根素
1cc/㎡、ソイ
ルエキスGを
1cc/㎡

　開場以来18回目の本格
的なシーズンが今月より始
まり、刈り込み作業も稼働
を始めた。フェアウェイ、ラ
フの刈り込みを行う大型機
械も同様に17年を経過
し、初期の稼働状況と比
べるとその能力の低下は
仕方無い部分はあるが、
求める作業結果に充分応
えてくれている。

中旬より今シーズン最初
のコアリング実施・1/2イン
チタイン使用・更新率約
4％,先月実施のバーチカ
ルモア更新率6.2％

　フェアウェイのスズメノカ
タビラについては、前年度
散布した除草剤(ウェイ
アップ)の散布ムラと残効
切れによるものと思われ
る。これは今後の課題であ
る。

造成1998年4月。 播種
1999年4月～ 2000年4月

4.0

ペンクロス(西コース)

平成元年3月播種

クレンショー

4.0

16

6

　又例年のようなナタネ梅雨の様相も無く、中旬まで
の降水量は平年値の僅か7.7％と少なかった。顕著な
ラージパッチの発生も無く、春期の除草剤散布も順調
に終了。ただし一部グリーンにおいてこの時期に乾燥
害が発生し、僅かであるが浸透剤の処理を行った。天
候に恵まれた状況ではあったが、作業の進捗状況は
遅れ気味である。18日には阿蘇山頂で昭和8年観測
以来、4月としては最高の積雪28㎝があり翌日、朝陽
に照らされた白銀の外輪山と新緑のコースとの景観に
感動。

20

　12月以来、平年値を上
回る暖かい日が連続し、3
月下旬より今月中旬まで
は平年並み戻った状況の
中、春を告げる花木の開
花は予想通りに平年より
早く3月下旬から始まっ
た。特に今シーズン初め
て体験した非常に長い開
花期間であり、桜、コブシ
等が同時に楽しめた。長
い経験の中、初めての体
験であり非常に大きな驚き
と共に大きな感動を得た。
特に4月になって冷え込み
が戻り、また降水量も非常
に少なく幸運な事に前線
の影響による強風も無
かった事が幸いしたよう

1990/8/5

36

熊本県

200,000

あり
除草剤散布

三木ＧＣ 宇部72ＣＣ江畑池
阿蘇プリンス

ホテルゴルフ場

1(降霜日4日)

5

的場　幸治向居　捷洋 田中　浩

コース名称 札幌ＧＣ輪厚コース
レインボーヒルズ

ＧＣ
泉ＣＣ コムウッドＧＣ

ホール数 18

滋賀県

1993/4/251979/9/5

布山　光孝グリーンキーパー氏名 梶原　隆司 安藤　義雄 寺町　章

1958/8/12 1992/6/8

60

千葉県

18 27

なし

その他管理対象面積 44,000 145,000

従業員数 6

15

兵庫県所在地

18

芝地管理面積（㎡） 710,000 600,000

標高（m） 100～132 80

北海道

858,284

690,000 567,369

23

宮城県

18 27

1973/10/27 2000/11/1

山口県

555～480

955,577530,000 365,000

150258

433,000 350,000

3 11 4

350,000

7

8 なし

6 6 8 176人

樹木菅理

降水量㎜(右平年差）

あり あり 有

樹木維持管理・枯木伐
採・コース草刈・簡易土木
工事

外注 なし

17 15

79

気温℃(右平年差）

年間樹木管理、除草剤散
布

　今月は、中旬まで気温
が低く、雨が少なかったこ
ともあり、ソメイヨシノの開
花期間が2週間ほどある、
季節感が狂う月だった。
　グリーンでは、エアレー
ション後の回復の遅さを感
じていた時に、一部のグ
リーンでカップ周辺の回復
が思わしくない場所を鑑
定してもらったところ、病原
細菌の可能性ありとの判
断。渡された診断資料に、
カサ枯細菌病の発生時期
の特徴として桜の咲く頃と
明記してあり、昨年の4月
のドタバタもこれと同じよう
な要因だったのかと思い
起こした。
　この病気の原因として、
低い気温と、不陸がある中
での刈り込み時における、
下刃のこすれによる傷と目
砂散布時のラッピング不
良、そして芝の活性、表面
の過湿等々が考えられ
る。
　対策として、刈高を4.0㎜
に上げラッピングの状態を
確認し、活性剤及びアミノ
酸を施用する。気温の上
昇もあり回復傾向にある。

8

　日本芝のフェアウェイ、
ラフともに芽出しは順調で
ある。ただ昨年秋からの
ラージパッチがカート道沿
いに目立つ。秋の見落と
しである。早めに処置対応
したい。
　グリーンについては、グ
リーンモアを新規で購入し
たことで、面が出ていい状
態を維持している。これを
続けたい。

　人員的に非常に厳しい
状況が続いていることか
ら、シーズンを迎えるにあ
たり、早急な人員確保と共
に、効率の良い作業計画
の立案と実施に取り組み
たい。

　グリーンについては、5月
の連休明けに2回目のエ
アレーションを予定してい
るが、4月の状態を踏ま
え、細心の注意をもってケ
アする必要がある。
　スルーザグリーンについ
ては、ラージパッチ対策の
他に、ここ数年増え続けて
いるヤハズソウの発生に
注意して対策を実施する
必要がある。

9

15 21

6 6

3

N2.2-P0.7-K1.2、微量要
素1回、海藻＋フミン酸１
回、浸透剤1回

3.8～4.0

　暖冬で始まった今年は、
春は早いという予想で、4
月は早目の作業計画を立
てたが、前半は肌寒い日
が続き、後半は雨量は少
ないものの、春先特有の
薄曇りから小雨、曇、雨と
いった天候判断に迷うよう
な日が多かった。
　早いと思われた桜の開
花も例年通り。散るのは少
し遅かったように感じられ
た。
　フェアウェイ等の刈り込
み作業も例年よりやや遅
く、連休前に1回目の刈り
込みに入った。グリーンの
更新は初旬に施工済み
で、順調な仕上がりで、良
好な生長を見ている。全
体的に大きな問題は出て
いない。

ドミネント

西:H10年張芝、南:H10播
種、東:H11年播種

31

　18番グリーンに、4月中
旬頃に突然、細菌病・炭
疽病が併発したが、薬剤
散布効果が良く、事なきを
得た。
　フェアウェイは、スズメノ
カタビラが部分的に目立
つところがある。

 
基
礎
デ
｜
タ

　今年も天候が異常なの
だろうか？
　昨年秋でサブグリーン
(テンポラリーグリーン)を全
ホール撤去した。1グリー
ンで管理している。

造成・播種・張芝年

晴天日数 18

開場年月日

4

　フェアウェイの目砂散布
も終わり、4月は除草剤散
布が中心で作業を進めて
いる。気温は低いが、晴れ
の日が多く、作業は順調
に進んでいる。

5 7曇天日数 3

降雪日数 4

雨天日数 5

課題・問題点

　グリーンのサッチが気に
なっている。ドライスポット
が多いのもサッチ層に原
因がありそうだ。サッチ分
解剤等により、改善を試み
ている。

　4月末から、芝カス、落ち
葉、枝と分別して新設した
堆肥ヤードに置いている。
業者とともに、リサイクルに
本格的に取り組む予定で
ある。どの程度の堆肥が
できるかと楽しみである。
　又、1面のみグリーンの
日照・通風が悪い所があ
る。この5月より裏側の斜
面を切って改善し、併せて
カート道路も新ルートに切
り替える改造に着手する
予定である。グリーンの夏
場の状態の変化をよく観
察したい。

バーチカル-1.5㎜シング
ル、
目砂0.4㎜

毎日

N2.96-
P2.32-
K6.75、微量
要素剤2回

平成4年5月

　特に、今では貴重な7連モアは充分に期待通りの働
きをしており、作業人員が少なくなった今では貴重な
存在である。ただ3連乗用ロータリーモアについては、
出力の低下が顕著で、作業者の安全等を考慮すれ
ば買い替えの時期が近いと思われる。今シーズンも労
災事故の無い事を祈り、無事刈り込みシーズンが終る
事を願っている。ラフにおいては秋期に除草剤を散布
しなかった部分で施肥量の少ない箇所では、オオバ
コの繁茂が著しく、ベースのノシバの日照を遮ってい
るため、今シーズンは是非とも対策を実施したいと
思っている。

4/2:アミノEX1ml/㎡
4/2:ネオハイグラス2号2g/
㎡

28
なし

総計2回。N4.05－P2.11-
K1.92-Mｇ4.05－Si0.6。
１回目コアリング後･改良
剤＆基肥
①改良剤
木酢液5％含有硬質珪
酸・223g/㎡、有機スル
フォン酸腐食酸液10ｃｃ/
㎡
②基肥
未発酵100％動物有機・
30ｇ/㎡、ぼかし植物性ア
ミノ酸肥料40g/㎡、硫酸マ
グネシュｳﾑ27％を15g/㎡
２回目ケイ酸カリ資材

29
サッチング+2㎜W掛け、10
㎜タインによるエアレー
ション、目砂

施肥・活性剤・抑制剤等

目砂2回

液肥 ビオグリーン30g/㎡、土
エース30g/㎡
N0.5-P0.75-K0.7、Ca０．
１８、Mg0.14、Fe0.05

コース管理全般に関し
て



病害
なし ピシウム なし なし

病害程度 少

病害対策

なし (シバクリン
2cc/㎡、バリ
ダシン2cc/
㎡)スポット
処理

なし なし

虫害
なし なし なし なし

虫害程度

虫害対策

なし なし なし なし

雑草
スズメノカタ
ビラ

スズメノカタ
ビラ

コケ コケ

少 少

雑草対策 手取除草 手取除草 手取り 手取り

オーバーシード
5/8:エア
レーション予
定

パッティング
グリーンにス
ズメノカタビ
ラ多発

コウライ 一部ミッドナ
イト

ブルーグラ
ス

コウライ

10.0 10.0 10.0 10.0

0 1 2 1
4/10:ムク刃
6㎜エアレー
ション
4/13:目砂

4/10:ムク刃
6㎜エアレー
ション
4/13:目砂

なし コアリング10
㎜

なし 4/4:イーグ
ルスタート
15g/㎡(ミッ
ドナイトのみ)

なし なし

なし なし なし なし

セレンターフ
0.3g/㎡

セレンターフ
0.3g/㎡

なし なし

なし なし なし なし

ダイアジノン
SLゾル
0.3cc/㎡

ダイアジノン
SLゾル
0.3cc/㎡

なし なし

なし なし スズメノカタ
ビラ

なし

イーグルラン
ナー0.2cc/
㎡、アージラ
ン液剤
0.6cc/㎡

イーグルラン
ナー0.2cc/
㎡、アージラ
ン液剤
0.6cc/㎡
(ミッドナイト
を除く)

手取除草 なし

擦り切れ箇
所が多く、芝
張りを一部
で行ってい
る

擦り切れ箇
所が多く、芝
張りを一部
で行ってい
る

芝品種

刈高（㎜）

刈込回数

更新作業内容

病害

病害程度

病害対策

虫害

虫害程度

ペレニアルライグラス

10.0

なし

サブグリーンは昨秋撤去

Ȯ
ɨ

ɱ

なし

イカルガ0.125g/㎡

雪腐病

軽微

ツトガ

ラージパッチ予防
トリクロﾎｽメチル0.5g/㎡･
除草剤混合

なし なし

ティフトン部にスプリング
デッドスポット

なし

12.0

春季除草剤散布
ペンディメタリン0.5g/㎡

ベースのティフトンが伸び
出してきた

ペレニアルライグラス＇アッ
プロード（

ラージパッチとコガネ対策
を実施

なし

なし

泉ＣＣ

コウライ

コムウッドＧＣ

なし

ルーバン水和剤1g/㎡

なし

コウライ

R.T. 10㎜、目砂

更新後の仕上がりは良好

なし

なし

微量要素剤スポット処理

13.0

1

フツウコウライ

なし

少～中

なし

なし なし

なし

ミミズ なし

13.0

なし

なし

なし

イカルガ0.125g/㎡(ラージ
パッチ用)

なし

ウスチャコガネ成虫

13.0

3

コウライ

なし

5

コウライ

18.0

21
なし

13.0

ペレニアルライグラス
＇アップロード（  【ベース：
ティフトン】

コウライ

なし

なし

コウライ、一部ペレニアル
ライグラス

高麗・2回　洋芝・4回

なし

なし

N4.9-P3.5-K4.5

なし

苔･活性剤スポット散布

コガネムシの羽化による飛
翔確認20日

葉腐病、炭疽病・細菌病
(18番のみ)

スズメノカタビラが出穂

阿蘇プリンス
ホテルゴルフ場

活性剤及び施肥で対応 なし

なし

コアリング後:マイクロカプ
セル殺虫剤1000倍液1Ｌ/
㎡散布

少

なし

なし

N2.4-P2.4-K2.4(g/㎡)

なし

なし

15.0

なし

コウライ

ラージパッチ予防。トリクロ
ホスメチル0.5g・除草剤混
合

なし

なし

なし

なし

なし

そうした状態にて更新作業を開始する状況となり、今
後、スズメノカタビラが増殖しないような通常の管理と
観察が望まれる。昨年からの傾向であるが、目砂の施
用量が少なく、今月計画の2回目が月末を挟み一部
来月に持ち越しとなったことや、例年より少ない降水
量のため一部乾燥害発生箇所に浸透剤をスポット処
理を行う

4/13(金)に病害発生(№18
のみ)したことから、西日本
グリーン研究所に調査を
依頼。結果は、炭疽病・細
菌病の併発だった。翌
日、ドウグリーンを散布、1
週間後にバナーマックス
を散布した結果、回復して
きた

ペレニアルライグラス
＇アップロード（【ベース：
ティフトン】

なし

生育抑制剤の散布時期タ
イミング逃す。
　3月下旬より4月10日頃
まで平年並みの寒さが戻
り、気温の低下した状況の
中、例年実施しているグ
リーン内のスズメノカタビラ
に対する出穂抑制を目的
として成育抑制剤を処理
しているが、本年はタイミ
ングの判断を誤り未処理
にてカタビラの出穂を確認
する事態となった。

4月中旬にカップ周辺の
回復が遅い部分を鑑定し
てもらったところ、細菌病
の可能性ありと診断された

4

13.0

4

なし

腐植化促進剤50ｇ/㎡

1

スイーパー

12.0

なし

なし

12.0

一部にスズメノカタビラ

リラークDF0.188g/㎡

なし

少

なし

なし

コガネムシ

液肥

雑草程度

1日置き

セレンターフ0.3g/㎡

札幌ＧＣ輪厚コース

0

カサ枯細菌病との診断

コース名称
レインボーヒルズ

ＧＣ

1日置き

液肥施肥・活性剤・抑制剤等

軽微

病害

虫害

ペレニアルライグラス

15.0

雪腐病

軽微

雪腐病

施肥・活性剤・抑制剤等

オーバーシード

雑草

雑草程度

虫害対策

虫害程度

病害対策

管理メモ

なし

なし

なし

Ʉ
ȡ
Ȯ
ɧ
Ȥ
ɱ
ɇ

刈高（㎜）

芝品種(左:レギュラー
ティ、右:バックティ)

刈込回数

管理メモ

更新作業内容

少

宇部72ＣＣ江畑池

4/2:トップグラスDF0.5g/
㎡
4/12:ドウグリーン2g/㎡
4/23:バナーマックス
0.25g/㎡

三木ＧＣ

少～中

なし

4/2:リラークDF0.5g/㎡

なし

ホールカッターで芝を入
れ替え

ɓ
ȥ
Ƞ
Ȥ
ȥ
Ȣ

著しい擦切れ個所もなく、
順調な芽出しとともに心配
していた出穂もなく、昨秋
の貯蔵養分が充分であっ
たことが確認された。

中旬に実施したラージパッチの予防散布も暖冬の影
響により遅れが懸念されたが、今月の上旬は降水量
が非常に少なく病斑が出る前に処置の対応ができた

なし

雑草対策

病害程度



虫害対策

雑草程度

芝品種

刈高（㎜）

刈込回数

更新作業内容

病害

病害程度

病害対策

虫害

虫害程度

虫害対策

雑草

雑草程度

雑草対策

管理メモ

芝の緑が一気に濃くなっ
てきた

･サーファクタン0.2ml/㎡
上記については60,000
㎡。その他ペンディメタリ
ン・16,000㎡･シクロスル
ファムロン110,000㎡･トリク
ロホスメチル28,000㎡にて
実施。

少(部分的)

　昨年と比較し本年は降水量が大幅に少なく、除草剤
の散布作業も順調に終了した。ラージパッチの発生も
中旬以降にグリーンのスプリンクラーの稼働範囲に極
僅かの動きが確認された。その他においては顕著な
発生はなく薬剤の効果が切れる6月以降が心配であ
る。秋季の土壌処理剤未処理個所の雑草は暖かい冬
の影響でその量は非常に多くなっており、刈り込みで
の対応がすべてであり、今しばらく見苦しい状況が続
くが、今後は施肥成分の見直しによる雑草の繁殖軽
減や定期的な秋期処理の予算化の検討が望まれる

なしなし

セレンターフ0.3g/㎡

液肥

1

少々

雪腐病

50

ラージパッチ

なし

なし

なし

なし

なし

なし

広葉雑草

なしダイアジノンSLゾル0.3cc/
㎡

スズメノカタビラスズメノカタビラ

なし

なし

なし

38～40

三木ＧＣ

50

泉ＣＣ

リラーク0.188g/㎡

ノシバ

スズメノカタビラ

土改剤(スポット)

ラージパッチとコガネ対策
を実施

極少

ラージパッチとコガネ対策
を実施

2

ペレニアルライグラス

特になし

なし

なし

手取除草

オーバーシード

イーグルランナー0.2cc/
㎡

ノシバ

殺菌剤(スポット)

管理メモ

イーグルランナー0.2cc/
㎡

少

イカルガ0.125g/㎡(ラージ
パッチ用)

N4.9-P3.5-K4.5

ティフトン部にスプリング
デッドスポット

少

少

排水工事進行中

ノシバ

特になし

スズメノカタビラ

コムウッドＧＣ

45

なし ウスチャコガネ成虫

スズメノカタビラ

リラーク0.188g/㎡

少

なし

ノシバ

なし

しかしコウライの緑化が進む中で混入しているティフト
ンの緑化が遅れ、例年より特に見苦しい状況であり、
ティフトンの対策を経費の関係で無視して来た深刻な
状況を改めて考えさせられた。今後の対策方針はどう
するか、考えさせられる

モグラ

昨年秋に土壌処理をして
いない部分に各種雑草

なし

なし

春季除草剤散布･グリーン
回り:ペンディメタリン0.4g/
㎡、アッシュラム0.5g/㎡、
シクロスルファムロン
0.045g/㎡、トリクロホスメ
チル0.5g/㎡

少

広葉除草剤散布(4/1～
MCPP液剤、ザイトロンアミ
ン液)

特になし。グリーン周辺の
み手取除草で対応

中(部分的)

カラスノエンドウ

やや目立つ

なし

一部(少)

ラージパッチ

なし

なし

宇部72ＣＣ江畑池
阿蘇プリンス

ホテルゴルフ場

なし

ラージパッチ予防。トリクロ
ﾎｽメチル0.5g・除草剤混
合
なし

ノシバ

落ち葉清掃・随時

40

1
なし

スポット

40

一部にスズメノカタビラスズメノカタビラ、ミミナグ
サ

暖冬の影響によりコウライ
芝の芽だしは例年より早く
コース内の緑化が進み最
初の刈り込みは例年より
約1週間早くなった。

少

春期除草剤散布･ペン
ディメタリン0.5g/㎡

部分的にスズメノカタビラ
が目立つため、手取除草
中

ペレニアルライグラス＇アッ
プロード（

ダブルアップDG0.045g/
㎡、手取除草

コース名称 札幌ＧＣ輪厚コース
レインボーヒルズ

ＧＣ

施肥・活性剤・抑制剤等

0

特になし

30

ダイアジノンSLゾル0.3cc/
㎡

少

広葉雑草

ノシバ

手取除草

雑草

雑草対策
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